










　「読者の手の届くところでものの見方や考え方を提示し、読者がそれぞれの目線から「哲学する」ことを学ぶ手引きが必要だ」 。こうした思い 、高等学校で学ぶ「倫理」の教科書を出発点として、高校倫理のすべての分野から題材を選んで作られたのが、本シリーズである。　本シリーズ全体のテーマは、 「人間とは何か」である。




























る問題との格闘のありよう 近代西欧の思想史に探っている。福島氏 、リスボン地震によりヴォルテールの人生観・世界観が変化したことを手 か にして、天災に対する人間のあり方を探りながら、悪 起源とオプティミズムについて論じる。　
法政哲学会会員では他に、関口和男氏が課題探究とコラ
ムを担当しており、会員の精力的 活動を知ることもできる。読者は、本シリーズを通じて、哲学とは何かを広く一般に向けて語る営みが哲学の本質に触れるこ を教えられるであろう。
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